
奈良教育大学特色GPシ ンポジウム参加者アンケート集計  2006.12.15

☆アンケート配布数55, 回 収数25, 回 収率 45.4%

1=所属等について

2.シンポジウムを知ったきっかけ

3.シ ンポジウムの内容について各大学の取り組みを理解できましたか

Aよ く理解
できた

B理 解できた
Cあ まり理解
できなかった

12ノ((48%) 1 3人(52%) 0'((0%)

4.各 大学の取り組みについて、今後の貴機関(又はご自身)の取り組みに参考となる事例はありましたか

A天 変参 考

になった
B参 考に
なった

Cあ まり参考に
ならなかった

15ノ((60%) 10り((40%) 0フ((0%)

5.シンポジウムの時間設定について

6,シ ンポジウムの構成について

※ 各項目の自由記述は掲載しておりません。

A大 学教員 B大 学職員 C教 育委員会関係 D大 学生口大学院生
L で り 1巴
r――お母泳十=挙人ヽ

15ノ((60%) 4'((16%) 1ブ、(4%) 2人 (8%) 3人 (12%)

A大 学から配
布のポスター

B大学ホーム
ページ

C文 部科学省
ホームページ

D教 育委員会
メルマガ

Eそ の他 無回答

11ブ、(44%) 5ノ((20%) 1ブ、(4%) 1ノ、(4%) 6フ((24%) 1ジ((4%)

A適 当な長さ
であっ■

B長 い C短 い 無回答

20ノ【(30%) 1ノ、(4%) 3人 (12%) 1ブ、(4%)

Aよ かった B普 通
Cあ まり
よくなかった

16フ((64%) 8人 (32%) 1ノ、(4%)


